資料１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
発第　　　　　　号

平成　　年　　月　　日

様
兵庫県立　　高等学校
校長　　　　　　　
インターンシップ（就業体験）の受入れ協力依頼の趣意書
時下、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。貴事業所におかれましては、日頃から雇用の確保等でご尽力を賜りありがとうございます。

さて本校では、「事業所における就業体験を通して、働くことの喜びと厳しさ、さらに職業人としての心構えを学習させる。」という趣旨のもとにインターンシップ（就業体験）を計画し、現在受入れ可能事業所の開拓と協力依頼をお願いしているところです。
就職・就業をめぐる環境の変化等のなかで、若者の勤労観，職業観が変化し、社会人，職業人としての基礎的、基本的な資質を高校生に身に付けさせることが社会における課題となっています。そこで、「働くこと」への関心・意欲を高めるため、教科・科目、総合的な学習の時間、または特別活動等のなかで、職業や進路などのキャリアに関する学習の機会を充実し、学校段階でのキャリア教育の推進が一層求められています。学校教育におけるインターンシップ導入の背景にはこのような事情があります。

またインターンシップには、次のような教育上の意義があると言われています。
①　実際の職業現場における体験を通しての知識や技術・技能に触れる事が可能となるとともに、学校における学習と職業との関係についての生徒の理解を促進し、学習意欲を喚起するなど、学校における教育内容・方法の改善・充実に資することができる。
②　生徒が自己の職業適性や将来設計について考える機会となり、主体的な職業選択の能力や高い職業意識の育成が促進される。

③　インターンシップでは、日頃経験することの出来ない貴重な職場内での人間関係の中で、異世代とのコミュニケーション能力の向上が期待できる。
このようにキャリア教育の一環として、インターンシップの実施は大きな期待を寄せられています。

文部科学省では、平成 20 年１月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」において、新しい学習指導要領でのキャリア教育の充実が求められました。更に、平成 20 年７月１日には「教育振興基本計画」が閣議決定され、「関係府省の連携により、キャリア教育を推進する」ことが挙げられ、平成 21 年３月にはそれらの内容に基づいて高等学校学習指導要領が改訂されました。また、平成 23 年１月には中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」において「社会人・職業人としての自立が迫られる時期である高等学校におけるキャリア教育の充実は、喫緊の課題である」と述べられています。
兵庫県におきましても平成17年度から『高校生就業体験事業－インターンシップ推進プラン－』を導入し、全県立高等学校を対象にインターンシップを実施し、小学校での「自然学校」、県下の全公立中学校２年生を対象にした５日間の社会体験学習「トライやるウイーク」との連携から、児童生徒の発達段階に応じた体験活動を通じたキャリア教育を展開しております。
　経済情勢が厳しい中、まことに恐縮ではありますが、以上の趣旨をご理解の上、何とぞ本校のインターンシップへのご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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